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電流発生トランスの駆動電流および電力損失の低減 
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デンサ C1 に直列接続する．進相コンデンサ C1 とチョ
ークコイル L3をトランスの 1次コイルに並列接続した




増大した最大サージ電流 2.82kA が約 5.0%の 142A ま
で低減することも確認できた． 
なお，進相コンデンサ C1 とチョークコイル L3 の設 
計式は，次式で表すことができる４）． 
 
     C1＝               ， L3 ＝  
 














  Wi1 ＝          （１） 
 
   













V1：入力電源電圧 波高値 283V  SW：流通角制御回路 
R1：入力抵抗 100mΩ 
R2：トランスの 1 次側巻線抵抗 171mΩ 
R3：トランスの 2 次側巻線抵抗 230μΩ 
R4：短絡試験用の導線の直列抵抗 1.20ｍΩ 
L1：トランスの 1 次側インダクタンス 23.9mH 巻数 107 
L2：トランスの 2 次側インダクタンス 42.0μH 巻数 4 
電流低減用付加素子  
C1：進相コンデンサ 399μF 




k ( 1－k )        k L1  
k L1 ( 2πf )２           1－k 
( πf Bｓ)２   
4ρ  










































































  の一つが，トランスの励磁電流であることを明らか 
  にした． 
（２）チョークコイルと進相コンデンサを直列接続した 
  進相回路をトランスの 1 次コイルに並列接続する 
ことにより，出力開放時の駆動電流を定常状態で 
37.6A から 1.42A（3.8%）に低減できる見込みを 
流通角 30% 40% 50% 60% 
全損失[W] 39.6 166 455 1.01k 
1 次側銅損[W]  2.96  15.0  44.2  99.1 
鉄損[W] 19.8  83.6 216 487 












































（３）大電流発生トランスの全電力損失 1.0kW のうち， 
銅損と鉄損の占める割合はそれぞれ 52%，48%で 
あった．（但し，流通角 60%，電力効率 5.3%） 
（４）大電流発生トランスに進相回路を付加した場合の 
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